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内容の要旨及び審査の結果の要旨

ヒト水晶体核は加齢とともに黄色に着色し，光の透過を妨げるほどに高度に着色した状態は核白内障な
いし褐色白内障と称される．核着色の機序の端緒を探るため，核着色とともに箸増することが報告されて
いるが未だに同定されていない遊離の蛍光物質（P1-G1c）の同定を試みた．近年の早期白内障手術の傾向
および超音波手術の普及により，構造決定に必要な量のFHlcを抽出するに足る数の褐色核を得ることは
困難であった．一方）非褐色白内障水晶体核の均質化物を遠心し，その上清の限外濾過液（分子量１０，０００
以下）を静置すると，高速液体クロマトグラフイ（Ｗ[｣C）上の保持時間がF1毛1ｃに酷似する未知の蛍光物
質r1-X）が箸増することに我々は気づいた．そこで，F1-G1cとＦ１刊の異同を決定した上で,Fl-Xの同
定を試みた.まず,非褐色白内障核の均質化ｷﾘUを遠心し,その上清の限外濾過液を37℃で無菌的に静置し，
経ﾛ諦勺に３ヒドロキシキヌレニン(3Ⅲ)およびF1-Xを定量したところ，３１H(Gの漸減に伴ってF1-Xは相補
的に漸増した．次にＦＭとF1-G1cを異なる３条件のlPLCで分析したところ，３条件の全てで両者の保持
時間が完全に一致し,相対蛍光強度も一致したから，両者は同一であると結論された.質量分析では,Ｆ１－Ｘ
とそのβ-グルコシダーゼによる加水分解M望i#，（アグリコン）の分子量はそれぞれ367と205であった．上

記の如く３ＭGの減少とFl-Xの増加が相補的であることからF1-Xが３ＭGの誘導体であると仮定すればう
Fl-Xのアグリコンは3-ヒドロキシキヌレーンの誘導体であると推測される．そのような誘導体であるキサ

ンツレン酸のIHC分析および質量分析の結果は,F1-Xのアグリコンのそれらとよく一致したから,F1-X(す
なわちF1-G1c)はキサンツレン酸のグルコシドであると結論された．動物から抽出されたキサンツレン酸
８０β-グルコシドとF1-G1cのlPLC上の保持時間はよく一致した.以上の実験結果から,Ｆ１毛ｌｃはキサン
ツレン酸8-0-β-グルコシドと結論された．この物質は，濃着色水晶体には多量に含まれるが淡色水晶体
では皆無に近い．したがって，本研究はヒト水晶体着色の機序解明に大きく貢献したといえる．
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